
 ６日に行われた市議会文教経済常任

委員会の所管事務調査で、衝撃的な計

画が発表されました。 

 当初の財政計画で4億5000万円

だった(仮称)上越市体操アリーナ(大潟

区に建設を予定)の総事業費が、なん

と23～26億円になりそうだというの

です。委員会では、｢正直言ってびっ

くりした｣｢財政計画との整合性がとれ

るのか｣など、驚きや疑問の声が相次

ぎました。 

 今回示された計画では、この体操ア

リーナのコンセプトを、①器械体操、

トランポリン、新体操の県大会や北信

越大会などが開催できる国際体操連盟

公式競技認定の器具を備えるとともに

市民の健康体操や軽運動などの活動を

支援できる施設にする、②現在の大潟

体操アリーナとの相乗効果によって、

大学やスポーツクラブなどの合宿の受

け入れや東京オリンピックの事前合宿

に対応できる機能を備えた施設とす

る、としています。 

 建設候補地は大潟区九戸浜にある約

3500坪の敷地。現在の所有者は国際

石油開発帝石㈱。ここに縦40㍍、横

42㍍、高さ14㍍のアリーナ、250席

のギャラリー、幅1.8㍍、延長170㍍

ほどのランニングコースなどを備えた

鉄骨造2階建の建物を造るという計画

です。本体工事費は18億円強、土地

代や設計費、外構工事などを含めて、

23～26億円という話です。市は、今

年度中に用地取得と造成工事を行い、

来年度には建設工事に入って2019年

12月に竣工させる考えです。 

 質疑では、同僚の上野公悦委員が、

｢敷地面積や床面積などが一昨年の当

初計画から大きく拡大され、費用が数

倍にふくれあがっている。財政状況か

らして市民が納得できるのか｣などと

質問しました。他の委員も、｢財政計

画と整合性がとれる説明ができるよう

にすべきだ｣｢これだけの変更をなぜ議

会に説明してこなかったのか｣などと

市教委の見解をただしました。 

 市教委は、｢オーレンプラザや水族

館とは違って、総事業費が増えたのは

機能を充実して国際規格のアリーナに

するためだ。それでも、大潟区民など

から出された請願の趣旨の規模までに

は至っていない｣｢総事業費が膨らんだ

のは事実だ。23～26億円が上限額だ

と考えている。財政計画では、普通建

設事業費として毎年100億円程度を

確保している。財務担当部局とも協議

したが、合併特例債の活用を見込んで

おり、財政計画の中でまかなえると考

えている｣などと答えました。 

 ｢市民の意見をしっかり聞くことが

ないよりも大事。パブリックコメント

はいつやるのか｣という質問には、｢体

操専用の専門施設であり、特定の人が

使うものであり、“広く公共の用に供

するもの”ではないので、パブリック

コメントは考えていない。施設は国際

体操連盟の基準で設計するので、パブ

コメで意見を聞く余地はない｣と答え

ました。 

 事業の目的のひとつに｢体操を通じ

て市民の健康増進や生涯スポーツの充

実を図る｣としていますので、｢特定の

人しか使わない施設であれば、目的に

そわないではないか｣との指摘がされ

ましたが、これには大変不明瞭な答弁

でした。 

 今回のことは、マスコミでも大きく

取り上げられましたが、市民の暮らし

や営業が厳しい状況が続いているなか

で、まずは市民のみなさんがその必要

性をどう考えているか、しっかり把握

することがなによりも大切です。 

 ９月には補正予算を提案し、具体的

な審議にかけたいとのことです。それ

までに、みなさんの思いやご意見をお

寄せください。また、｢市民の声ポス

ト｣やマスコミへの投書などで、大い

に思いを表してください。 
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